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広報つやまは、環境保護のため
再生紙と大豆油インキを使用し
ています。読み終えた後はリサ
イクル（雑誌)にご協力ください
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つ・ぶ・や・き
  ひ　よう　に　こ

飛揚二胡の会
７月17日、一宮公民館

（
現
倉
吉
駅
）
間
を
運
行
し
ま
し
た
。
こ
の
路
線
は
、
津
山
か

ら
勝
山
を
経
由
し
て
倉
吉
に
至
る
鉄
道
路
線
・
勝
南
線
の
先

行
と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
家
用
車
の
普
及
に

よ
り
、
昭
和
60
年
に
休
止
路
線
と
な
っ
て
し
ま
い
、
勝
南
線

の
建
設
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
、
津
山
駅
を

発
着
す
る
バ
ス
は
、
関
西
方
面
へ
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
バ
ス
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
昭
和
50
年
に
開
業
し
て
い
ま
す
。

　
駅
の
前
に
は
、
昔
懐
か
し
い
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
が
停
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
こ
の
バ
ス
に
乗
り
込
む
の
で
し
ょ
う

か
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
姿
の
男
性
も
数
人
写
真
に
写
っ
て
い
ま
す
。

行
き
先
表
示
板
に
は
「
貸
切
」
と
書
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
、

美
伯
線
を
利
用
し
た
職
場
の
慰
安
旅
行
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、
現
在
の
形
式
と
か
な
り
違
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
当
時
の
法
律
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
現

在
の
形
式
に
な
る
の
は
昭
和
32
年
か
ら
で
す
。

　
暑
い
夏
、
こ
れ
か
ら
旅
行
に
行
く
人
た
ち
を
見
送
り
に
来

た
の
か
、
涼
し
げ
な
服
装
の
姉
妹
ら
し
き
少
女
た
ち
が
一
服

の
清
涼
感
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
30
年
夏
、
国
鉄（
現
Ｊ
Ｒ
）津
山
駅
前
の
風
景
で
す
。

津
山
駅
は
大
正
12
年
８
月
21
日
に
開
業
し
ま
し
た
。
増
築
も

見
ら
れ
ま
す
が
、
写
真
の
駅
舎
本
体
は
開
業
当
時
の
姿
を
残

し
て
い
ま
す
。
駅
舎
正
面
入
り
口
に
「
祝
国
鉄
バ
ス
開
通
」

の
横
断
幕
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
津
山
と
倉
吉
を

結
ぶ
バ
ス
路
線
・
美
伯
線
の
こ
と
で
、
津
山
駅
と 

あ
げ  

い

上
井
駅

　我が子の野球の試合。スタンドは暑く、応援でさらに熱く。結果は
７対１で残念。彼らの球夏は終わった～(涙)。気分ダウン(涙)。次の
目標目指してがんばれ～！最近、応援に行ってなかった私も暑さと熱
さにやられダウン(涙)｡“なでしこジャパン”の強さが欲しい～（G）

　ツイッターが流行っているらしい。「つぶやき」と称して今、して
いることや思っていることなどを携帯やインターネットに書き込むと、
リアルタイムで情報が伝わるとか。同じ「つぶやき」だ、まねしてみよう。
「今、つぶやき編集室を書い…」…あれ、これ何日後に伝わるの？(～)

　津山圏域消防組合本部にある防災学習センターの来館者が５万人を
超えました。わたしも以前、子ども会などで訪館し、地震体験コーナ
ーで震度７を体験しました。あまりの揺れの激しさに

な

為す
すべ

術なし。身
近な体験施設、有効に利用して、いざという時に備えたいですね。(修)

表紙について

　２本の弦を弦の間に挟んだ弓で
弾く中国楽器の二胡。哀愁を帯び
た音色は聴く人の心に響いてきま
す。津山国際総合音楽祭での演奏
　に向けて、この日も練習に励
　　　んでいました。

昭
和
30
年
の
津
山
駅

写
真
提
供
・
赤
坂　

健
太
郎
さ
ん
（
岡
山
市
）

Album

現在の津山駅
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東日本大震災復興支援運動「Proud! Japan」について
Proud！Japanというロゴマークとともに、｢被災地の皆さんは日本の誇りです！ だからみんなが応援しています」というエールを
日本全国から被災地に送り、復興の力にしてもらおうという運動です。


